
第８期総合計画
町民アイデア

「７つのアクション」
活動便り

15



　今月は、本町で育てようとしているワイン用ブドウの品種について
ご紹介いたします。

ワイン用ブドウの品種について

ワイン
づくりへの

挑戦
ワイン
づくりへの

挑戦
File.2

お問い合わせ　産業課　産業グループ（01634-8-7662）

　現在、試験栽培圃場で栽培している品種は、赤ワイン用の品種として池田町から導入した、
『清見』、『清舞』、『山幸』の３品種が主体となっています。特に『清舞』、『山幸』に
つきましては、池田町において山ブドウとの交配を行い品種改良したもので、耐寒性に優れ
た品種となっています。
　本町での試験栽培でも、成長が早く最初に実をつけた『山幸』が最も適している品種と考
え、本格的な栽培については、『山幸』
を主体とする予定です。
　ただし、一品種だけでは、栽培管理や
収穫時期が集中してしまうなどの弊害が
あることや他の品種とブレンドすること
により、より芳醇（ほうじゅん）な味わ
いのワインとなることを期待し、『山幸』
の次に当地域に適していると思われる
『清舞』も栽培していくほか、『清見』
も一部の圃場で栽培する計画としており
ます。
　　
　ワインに適したブドウの品質は、糖度１８度以上、酸度は１．０程度と言われており、こ
れまで収穫してきた本町の試験栽培圃場全体の平均は糖度１９．３度、酸度１．５６となっ
ております。　　
　測定結果では、『山幸』の糖度が一番高いのですが、試食した際には、『清見』が一番甘
く感じるなど、測定値だけでは判断できないものがあります。
　また、ワインは、ブドウの育った土壌によって大きく味わいが変わるとも言われておりま

すので、本町で育ったブドウでどのよう
なワインができるのか楽しみにしていた
だければと思います。

　また、今後も試験栽培のなかで、他の
品種の栽培についても挑戦できればと考
えていますので、興味のある方がいまし
たら、一緒に取り組みを進めていきたい
と思いますので、下記までお問い合わせ
願います。
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ダリン＆マギーの
ALT通信

ダリン＆マギーの
ALT通信

Aloha Nakatombetsu!
　Many people have questioned me about how to spell Nakatombetsu correctly in 
English. When is it an “n?” When do you use “m?” It’ s a puzzling and frustrating 
thought that comes up often, am I right? Let me explain to you the correct way to 
spell Nakatombetsu in English.
　When referring to Nakatombetsu as Nakatombetsu, the ん -sound before -betsu is 
changed to an “m.” When pronouncing NA-KA-TO- “M” -BE-TSU, you say the ん as 
the beginning sound of m-A, m-I, m-U, m-E, m-O. You wouldn’ t pronounce the ん 
as the beginning sound of n-A, n-I, n-U, n-E, n-O, right? For Japanese, there is an 
English pronunciation rule that the ん -sound before the letter b, p, and m is 
pronounced as “m.”
　Nakato “m” betsu.
　Other examples include Hamatombetsu, Mombetsu, Nihombashi, Namba, and 
Hommachi.
　When referring to Nakatombetsu as Nakaton, the correct way to spell Nakaton is 
with an “n.” That is because there in no letters or sounds following the ん 
-sound.
　Nakaton.
　I hope this solves your confusion about the correct spelling of Nakatombetsu and 
Nakaton.

アロハ、中頓別の皆さん !
　中頓別を英語で正しくつづる方法について、多くの人から質問がありました。 「n」は
どういう場合ですか？ 「m」はどんな時に使いますか ？それはよく出てくる謎でイライ
ラしますよね？英語で 「中頓別」の正しい綴り説明します。
　中頓別を「なかとんべつ」と呼ぶとき、前のん音を「m」に変え、「n あ -k あ -t
お -m-b え -ts う」を発音するとき、「ん」をま行の頭音と言います。 「ん」をな行の最
初の音として発音しないでしょう？ 日本語の場合、b、p、m の前の「ん音」を「m」と
発音するという英語の発音規則があります。
　そして、「Nakatombetsu」です。
　Hamatombetsu、Mombetsu、Nihombashi、Namba、Hommachi 等もそうです。
　中頓別を「なかとん」と呼ぶとき、「なかとん」の正しい綴りは「n」です。それは、
んの音に続く文字や音がないからです。
　そして、「Nakaton」です。
　「なかとんべつ」と「なかとん」の英語の正書法についてのみんなの混乱が解消される
ことになるとうれしいです。

file. 63

This article written by Ms. Maggie

今月の担当はマギー先生
This article written by Mr. Darin

今月の担当はダリン先生
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